
「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」推
進
運
動
の

　
　
　
　
　自
主
行
動
宣
言
提
出（
経
営
企
画
部
）

第3回和牛甲子園出場校決まる（畜産総合対策部）

全農グループ会社代表者セミナー開催
（グループ会社統括部）

南東北で日本学校農業クラブ
全国大会開催へ（広報･調査部）

ＪＡズームイン（滋賀：ＪＡ東びわこ）

青果情勢（園芸部）

畜産情勢（畜産総合対策部）

新幹線で新潟の美食を召しあがれ（新潟県本部）

「触れる地球」好評貸し出し中（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＵＭＡＩＺＯマーケット（㈱エーコープ関東）

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

3
面

4

5

6

8

7

卓球ドイツオープン日本代表選手団を
「和食」で応援（広報・調査部）Web

限定 宮城・長崎で野球教室開催 
プロ選手が熱血指導（広報・調査部）
ラジオ出張放送やイベントで
「直売所の日」ＰＲ（広報・調査部）
全農みんなの料理教室を開催
（広報・調査部）

2

3

J
A
│
P
O
P
甲
子
園
2
0
1
9
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
部
門
大
型
陳
列
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
J
A
お
ち
い
ま
ば
り（
愛
媛
県
）の
J
A
グ
リ
ー
ン
し
ま
な
み
大
三
島
の

デ
ィ
ス
プ
レ
ー（
3
面
）

国土交通省のモーダルシフト効率化事業に認定さ
れた生乳のフェリー輸送＝全農物流㈱（２面）

「ＦＦＪの歌」の動画のワンシーン。なつぞらに出演した広
瀬すずさん㊨、草刈正雄さんも登場＝ＮＨＫ提供（４面）

ＪＡ－ＰＯＰ甲子園2019の
　　  最優秀賞決まる（耕種資材部）

『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから
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News!

News!

17 県 30 校の“高校牛児”たちが頂点目指す

「ホワイト物流」推進運動の自主行動宣言を提出

第３回和牛甲子園の出場校決定

持続可能な物流の実現に向けて

畜産総合対策部

経営企画部

　
全
農
が
来
年
1
月
16
日
〜
17
日
に
開
く
第
3
回
和
牛
甲
子
園
に
、17

県
か
ら
30
校
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
全
農
は
9
月
27
日
、国
土
交
通
省
・
経
済
産
業
省
・
農
林
水
産
省
が

推
進
す
る「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」推
進
運
動
の
趣
旨
に
賛
同
し
、持
続
可
能

な
物
流
環
境
の
実
現
に
向
け
て「
自
主
行
動
宣
言
」を「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」

推
進
運
動
事
務
局
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
和
牛
甲
子
園
は
、
和
牛
を
肥

育
す
る
全
国
の
農
業
高
校
の
生

徒
た
ち
が
、
肥
育
に
関
す
る
日

頃
の
取
り
組
み
内
容
と
、
育
て

た
和
牛
の
肉
質
を
競
う
大
会
で

す
。

　
第
3
回
出
場
校
30
校
の
う
ち
、

9
校
が
初
出
場
で
す
。出
品
頭
数

　
「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」推
進
運
動

は
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
生
産
性

の
向
上
・
物
流
の
効
率
化
を
通

じ
、
女
性
や
60
代
以
上
の
運
転

者
が
働
き
や
す
い
、よ
り「
ホ
ワ

イ
ト
」な
労
働
環
境
の
実
現
を
目

指
す
運
動
で
す
。

　

全
農
は
、
こ
れ
ま
で
J
A
や

県
域
を
越
え
た
広
域
物
流
拠
点

の
整
備
に
よ
る
効
率
化
、パ
レ
ッ

ト
流
通
の
拡
大
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。ま
た
、タ
ン
ク

も
、前
回
よ
り
17
頭
増
え
、45
頭

と
な
り
ま
し
た
。

　
出
場
校
が
増
え
、
全
国
的
な

広
が
り
を
見
せ
る
和
牛
甲
子
園
。

〝
高
校
牛
児
〟た
ち
の
熱
い
戦
い

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ロ
ー
リ
ー
を
使
っ
た
生
乳
輸
送

で
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
進
め
、

昨
年
、
国
土
交
通
省
の
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
効
率
化
事
業
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、「
自
主
行
動
宣
言
」の

下
、安
全
・
安
心
な
国
産
農
畜
産

物
を
消
費
者
に
届
け
る
と
共
に
、

農
家
・
組
合
員
の
営
農
や
生
活

を
支
え
る
た
め
、
物
流
課
題
の

解
決
を
図
り
、
持
続
可
能
な
物

流
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
２
回
和
牛
甲
子
園
の
枝
肉
勉
強
会
の
様
子

国
土
交
通
省
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
効
率
化

事
業
に
認
定
さ
れ
た
生
乳
の
フ
ェ
リ
ー
輸
送

（
全
農
物
流
㈱
）

全農が提出した「自主行動宣言」の取り組み項目

①物流の改善提案と協力　②パレット等の活用

③幹線輸送部分と集荷配送部分の分離

④集荷先や配送先の集約

⑤運転以外の作業部分の分離

⑥船舶や鉄道へのモーダルシフト

「自主行動宣言」の全文はこちら

第3回和牛甲子園 
出場校や開催概要

などはこちら

「
和
牛
甲
子
園
」公
式
ロ
ゴ
マ
ー
ク

「和牛甲子園」初出場の９校
●青森県立三本木農業高等学校
●福島県立会津農林高等学校
●群馬県立利根実業高等学校
●神奈川県立中央農業高等学校
●愛知県立渥美農業高等学校
●岡山県立瀬戸南高等学校
●広島県立西条農業高等学校
●広島県立庄原実業高等学校
●熊本県立南稜高等学校
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News!

News!

全農グループ会社代表者セミナーを開催

魅力的な店舗づくりで親しまれるJA店舗へ！

事業競争力強化の取り組み方向性など共有

JA-POP甲子園 2019 の最優秀賞決まる

グループ会社統括部

耕種資材部

　
全
農
は
9
月
12
、13
日
、東
京
都
内
で
全
農
グ
ル
ー
プ
会
社
代
表
者

セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
し
た
。国
内
グ
ル
ー
プ
会
社
1
1
1
社
の
代
表
者

と
全
農
の
役
員
、各
局
部
長
な
ど
約
1
6
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
9
月
13
日
、J
A
資
材
店
舗
で
の
農
薬
の
陳
列
・
P
O
P
を

競
い
合
う「
J
A
─
P
O
P
甲
子
園
2
0
1
9
」表
彰
大
会
を
東
京
都
内

で
開
き
ま
し
た
。「
J
A
─
P
O
P
甲
子
園
」は
今
年
で
19
年
目
と
な
り

ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
全
農
の
ト
ッ

プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
直
接
伝
え
る

こ
と
、
外
部
講
師
に
よ
る
講
話

や
事
例
発
表
を
通
し
た
経
営
者

と
し
て
の
意
識
向
上
、
ま
た
会

社
間
の
交
流
と
連
携
の
促
進
を

目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
全
農
グ
ル
ー
プ

　

初
年
度
は
34
J
A
、
43
店
舗
で
ス

タ
ー
ト
し
た
企
画
で
す
が
、
今
年
度

は
40
都
府
県
の
1
2
9
J
A
か
ら

4
4
3
店
舗
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

今
大
会
か
ら「
テ
ー
マ
別
部
門
」を
新

設
。
全
農
営
農
資
材
事
業
所
や
J
A

の
店
舗
ご
と
に
販
売
力
強
化
の
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
そ
の
テ
ー
マ
に
基
づ

い
た
農
作
業
管
理
や
新
商
品
な
ど
の

陳
列
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
の
中
に
は
地
域
性
を

生
か
し
た
P
O
P
で
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
ー
を
出
し
た
も
の
も
あ
り
、
多

く
の
方
の
注
目
を
集
め
る
陳
列
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

会
社
の
事
業
競
争
力
強
化
」を

テ
ー
マ
と
し
、5
年
後
、10
年
後

を
見
据
え
た
全
農
の
目
指
す
方

向
や
、
グ
ル
ー
プ
会
社
を
取
り

巻
く
課
題
や
今
後
の
検
討
の
方

向
性
に
つ
い
て
共
有
し
ま
し
た
。

　
事
例
発
表
は
㈱
え
ひ
め
飲
料

の
山
本
卓
治
社
長
か
ら
、
製
造

工
場
へ
の
投
資
や
ブ
ラ
ン

ド
強
化
に
つ
い
て
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
浦
洋
氏（
元

全
農
監
事
）か
ら
は「
全

農
グ
ル
ー
プ
の
事
業
競
争

力
強
化
に
向
け
た
提
言
」

と
題
し
た
講
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

国
内
グ
ル
ー
プ
会
社
1
1
1
社
の
代
表
者
が

出
席
し
た
セ
ミ
ナ
ー

講
演
す
る
松
浦
氏

ラウンドアップ部門簡易陳列で最優秀賞を
受賞したJA香川県ふれあいセンター多度
津店のディスプレー

最優秀賞受賞店舗
ラウンドアップ部門

大型陳列

簡易陳列

愛媛県

香川県

JAおちいまばり

JA香川県

JAグリーンしまなみ大三島

ふれあいセンター多度津店

作物別部門

茨城県 JA水戸 南部営農資材センター ひぬまセンター
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 Z

ennoh W
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　「第70回日本学校農業クラブ全国大会」が10月22～24日、南東北３県（山形県、宮城県、福島県）で開か
れます。この大会では全国から4000人の農業高校生が集い、プロジェクト発表会、平板測量競技会、農業鑑
定競技会などのイベントや交流会などが行われます。　　　　　　　　　　　　　　  　  【広報・調査部】

　日本学校農業クラブ連盟（FFJ：

Future Farmers of Japan）は1948

（昭和23）年、高等学校で農業を学ぶ

生徒たちの、自主的・自発的な活動組

織として全国の農業高校で誕生しまし

た。以来60余年、科学性・社会性・指導

性を三大目標とし、将来の農業や関連

産業で社会に貢献し、活躍できる人材

の育成を目指して活動してきました。

　今年は70年目の節目となる大会と

して、山形県（主管）、宮城県、福島県

の南東北３県の共同開催となります。

2011（平成23）年3月11日に発生し

た東日本大震災の復興支援への深

い感謝を示すとともに、東北６県のク

ラブ員が「がんばろう！ 東北」の名の

下に、お互いに友情を深め、絆を共感

できる機会とし、全国の農業クラブ員

と新しい時代の夢と希望を育む大会

と位置付けられました。南東北３県が

一つになり豊かな自然や食・文化を発

信するとともに、新時代の農業や環

境、地域文化の創造者を目指すきっ

かけとなる大会となるよう準備が着々

と進められています。

　ＦＦＪの公式ソング「ＦＦＪの歌」は、9

月に放送終了したＮＨＫの連続テレビ

小説「なつぞら」で広瀬すずさん演じる

主人公の奥原なつが何度も歌い話

題となり、全国のＪＡ関係者、生産者

にもおなじみの歌です。ＮＨＫが「ＦＦＪ

の歌」の歌唱動画を募ったところ、全

国から多数の応募がありました。ＮＨＫ

は応募された動画を２本の動画にまと

めており、札幌放送局の特設サイトで

紹介しています。ぜひご覧ください。

11月2日にはＮＨＫＢＳプレミアム

（103チャンネル）でスピンオフドラマ

でも再び歌われるとか。そちらもお楽し

みに。

「なつぞら」で注目！
ＦＦＪの歌

農業高校生の祭典
「第70回日本学校農業クラブ全国大会」

今月 南東北で開催

♪ ♪全国へ響け、ＦＦＪの歌

「
Ｆ
Ｆ
Ｊ
の
歌
」の
動
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
。な
つ
ぞ
ら
に
出

演
し
た
広
瀬
す
ず
さ
ん
㊨
、草
刈
正
雄
さ
ん
も
登
場

（
N
H
K
提
供
）

昨年の日本学校農業クラブ全国大会の様子（日本学校農業クラブ連盟提供）

ＮＨＫ札幌放送局の
特設サイトはこちら
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ＪＡ東びわこ
（滋賀県）

概要 平成 31年 3 月 31日 現在

正組合員数 7712人
准組合員数 1万3438人
職員数 491人
販売品取扱高 26億9千万円
購買品取扱高 15億9千万円
貯金残高 2429億4千万円
長期共済保有高 5632億4千万円
主な農畜産物 梨（彦根梨）、近江米、 

多賀にんじん、秦荘のやまいも

共
同
利
用
施
設
の
集
約
と

設
備
高
度
化
で
事
業
効
率
化

善
を
行
い
、
農
家
組
合
員
へ
の

利
益
還
元
を
目
的
と
し
て
、「
農

業
施
設
改
修
5
カ
年
計
画
」を
も

と
に
共
同
利
用
施
設
の
集
約
化

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
令
和
2
年

度
以
降
、
施
設
を
米
・
麦
・
大

豆
な
ど
の
作
物
ご
と
に
分
け
て

稼
働
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。水
稲
で
は
、荷

受
け
か
ら
調
製
・
貯
蔵
・
出
荷

な
ど
を
一
貫
し
て
行
う
メ
イ
ン

施
設
を
既
存
の
5
カ
所
を
2
カ

所
に
集
約
し
ま
す
。
そ
の
他
の

施
設
は
横
持
ち
移
送
を
前
提
と

し
た
荷
受
け
業
務
に
特
化
す
る

サ
テ
ラ
イ
ト
化
を
行
う
こ
と
で

施
設
稼
働
時
間
を
減
ら
し
、
光

熱
費
や
人
件
費
の
削
減
を
目
指

し
ま
す
。特
別
栽
培
米
や
飼
料
用

米
な
ど
に
つ
い
て
も
施
設
ご
と

に
役
割
を
明
確
化
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
東
び
わ
こ
は
管
内
に
5

カ
所
の
共
同
利
用
施
設
を
有
し

て
お
り
、
職
員
の
応
援
体
制
や

農
産
物
検
査
員
な
ど
の
人
員
配

置
の
ロ
ス
や
多
様
化
す
る
作
付

け
環
境
へ
の
対
応
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
施

設
の
維
持
修
繕
に
か
か
る
管
理

コ
ス
ト
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

今
後
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
と
み
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
、

稼
働
施
設
の
問
題
点
や
施
設
整

備
内
容
の
整
理
を
目
的
に「
農

業
関
連
施
設
集
約
化
検
討
委
員

会
」を
立
ち
上
げ
、検
討
し
て
き

ま
し
た
。加
え
て
平
成
29
年
度
か

ら
は
、
物
流
・
収
益
構
造
の
改

別
機
の
導
入
や
籾も
み

摺す
り

プ
ラ
ン
ト

設
備
・
主
操
作
盤
改
修
を
行
う

こ
と
で
、
荷
受
け
時
の
混
雑
緩

和
や
処
理
能
力
が
向
上
し
、
今

年
の
麦
収
穫
シ
ー
ズ
ン
か
ら
稼

働
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
Ｊ
Ａ
で
は
来
年
度
に

乾
燥
設
備
の
改
修
を
予
定
す
る

な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
共
同

利
用
施
設
の
完
全
集
約
化
に
向

け
て
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

農
家
組
合
員
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改修した主操作盤

新たに導入したトラックスケール
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　「第70回日本学校農業クラブ全国大会」が10月22～24日、南東北３県（山形県、宮城県、福島県）で開か
れます。この大会では全国から4000人の農業高校生が集い、プロジェクト発表会、平板測量競技会、農業鑑
定競技会などのイベントや交流会などが行われます。　　　　　　　　　　　　　　  　  【広報・調査部】

　日本学校農業クラブ連盟（FFJ：

Future Farmers of Japan）は1948

（昭和23）年、高等学校で農業を学ぶ

生徒たちの、自主的・自発的な活動組

織として全国の農業高校で誕生しまし

た。以来60余年、科学性・社会性・指導

性を三大目標とし、将来の農業や関連

産業で社会に貢献し、活躍できる人材

の育成を目指して活動してきました。

　今年は70年目の節目となる大会と

して、山形県（主管）、宮城県、福島県

の南東北３県の共同開催となります。

2011（平成23）年3月11日に発生し

た東日本大震災の復興支援への深

い感謝を示すとともに、東北６県のク

ラブ員が「がんばろう！ 東北」の名の

下に、お互いに友情を深め、絆を共感

できる機会とし、全国の農業クラブ員

と新しい時代の夢と希望を育む大会

と位置付けられました。南東北３県が

一つになり豊かな自然や食・文化を発

信するとともに、新時代の農業や環

境、地域文化の創造者を目指すきっ

かけとなる大会となるよう準備が着々

と進められています。

　ＦＦＪの公式ソング「ＦＦＪの歌」は、9

月に放送終了したＮＨＫの連続テレビ

小説「なつぞら」で広瀬すずさん演じる

主人公の奥原なつが何度も歌い話

題となり、全国のＪＡ関係者、生産者

にもおなじみの歌です。ＮＨＫが「ＦＦＪ

の歌」の歌唱動画を募ったところ、全

国から多数の応募がありました。ＮＨＫ

は応募された動画を２本の動画にまと

めており、札幌放送局の特設サイトで

紹介しています。ぜひご覧ください。

11月2日にはＮＨＫＢＳプレミアム

（103チャンネル）でスピンオフドラマ

でも再び歌われるとか。そちらもお楽し

みに。

「なつぞら」で注目！
ＦＦＪの歌

農業高校生の祭典
「第70回日本学校農業クラブ全国大会」

今月 南東北で開催

♪ ♪全国へ響け、ＦＦＪの歌

「
Ｆ
Ｆ
Ｊ
の
歌
」の
動
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
。な
つ
ぞ
ら
に
出

演
し
た
広
瀬
す
ず
さ
ん
㊨
、草
刈
正
雄
さ
ん
も
登
場

（
N
H
K
提
供
）

昨年の日本学校農業クラブ全国大会の様子（日本学校農業クラブ連盟提供）

ＮＨＫ札幌放送局の
特設サイトはこちら
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（園芸部）

　10月は果菜・葉茎菜類を中心に、関東などの平野部からの出荷
が増加してきます。

  キャベツは群馬などの高冷地に加え、千葉や茨城からの出荷が始まりま
す。千葉・茨城は夏季の干ばつと台風15号の影響からやや遅れております
が、前年並みの出荷量を見込みます。
　ハクサイは長野に加え、後続の茨城などからの出荷も始まります。９月の
降雨により玉肥大は良好となっています。出荷量は前年並みを見込みます。
　ダイコンは北海道・青森などが中心の出荷となります。下旬からは関東
産地からの出荷も本格化してきます。台風15号の影響によりやや播

は
種
しゅ

が遅
れていますが、前年並みの出荷量を見込みます。
　ニンジンは北海道などが中心の出荷となります。北海道が出荷終盤を迎
え、青森が増量となります。不作であった前年を上回る出荷量を見込みます。
　レタスは長野・群馬・岩手などの夏秋産地から、後続の茨城へと切り替
わっていきます。夏秋産地は出荷終盤から漸減し、茨城の台風被害は軽微
で徐々に増量します。前年並みの出荷量を見込みます。
　トマトは東北産地から、関東や九州産地へと切り替わります。関東は台風
の影響と、九州は８月の長雨の影響から前年を下回る出荷量を見込みます。
　キュウリは、東北産地が減少し、関東産地が中心となります。東北産は出
荷終盤から減少となりますが、関東産は作柄良く、前年並みの出荷を見込
みます。
　バレイショ・タマネギは、北海道が中心の出荷となります。産地によりば
らつきはありますが、玉肥大良好であるため、前年を上回る出荷量を見込
みます。

　食欲の秋・行楽の秋を迎え、店頭の販促企画もにぎやかになり
ます。天ぷら・サラダ料理に加え、「鍋」や汁物、シチューなどのメ

ニューに関連したコーナーが展開されます。

夏秋産地から関東産地へ

野  菜 果  実

　10月はミカン・リンゴ・ブドウ・柿・栗など、代表的な果
実が出回る時期となります。

　ミカン類は、熊本・長崎・愛媛などを中心に、極早生種の出荷が本
格化します。
　やや小玉傾向ですが、ここへ来て糖度も上昇し、出荷量はおおむね
前年並みとなる見込みです。
　梨は、栃木を中心に「新高」や「にっこり」、長野の「南水」などの品種
が中心となります。昨年より遅い出荷ペースとなっていることから、10
月の出荷量は前年をやや上回る見込みです。
　リンゴは、青森・長野などが中心の出荷となります。「つがる」が9
月末でほぼ終了し、「早生ふじ」や「秋映」、「シナノスイート」、「秋陽」な
どの中生種の出荷が本格化してきます。生育は早かった前年よりやや
遅いですが、食味も充実しており、バラエティーに富んだ品種を楽し
める時期となります。出荷量は前年をやや上回る見込みです。
　柿は、和歌山・奈良・福岡などが中心の出荷となります。「刀根早生」
に加えて、「平核無」の出荷も始まってきます。昨年は主産地の和歌山・
奈良で台風被害により出荷量が少なくなりましたが、今年はおおむね
順調な生育となっており、出荷量は前年を上回る見込みです。
　ブドウは、長野・岡山・山梨が中心の出荷となります。出荷量は、春
先のひょうや霜、長梅雨の影響により前年をやや下回る見込みです。
　栗は、茨城が中心の出荷となります。台風15号の影響により、前年
を下回る出荷量となる見込みです。

　秋本番となり、収穫フェアや県産フェアなどの企画が多く
なります。果実売り場にリンゴ・ブドウ・ミカン・柿などが所

狭しと並べられ、一年で最も活気づく月です。果実をもっと食べてい
ただく良い機会です。

　９月はキャベツ、ハクサイ、レタス、夏秋ピーマン、梨、リンゴの主産県が一堂に会し、作況
見通しや販売対策の共有化、消費拡大の進め方について協議しました。今後も主産県による情
報交換会などを定期的に開催し、出荷情報や販売情報の共有を図ります。

秋の味覚が勢ぞろい

青 果 情 勢
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畜 産 情 勢
（畜産総合対策部）

牛 肉

鶏 肉

少しずつ堅調さ増す

もも肉560円、むね肉250円

豚 肉

鶏 卵

需要は底堅く推移

台風の影響に注視

　9月の成牛と畜頭数は、速報値で約8万頭（前年比98.4%）と
前年を下回りました。
　9月の東京市場枝肉卸売価格は速報値で、和牛去勢A5が
2718円（前年比96.5%）、和牛去勢A4が2405円（同95.9%）、
和牛去勢A3が2160円（同95.6%）、交雑牛B3が1612円（同
101.8%）、乳牛去勢B2が976円（同93.9%）でした。
　農畜産業振興機構が公表した10月の国内出荷予測頭数を品
種別にみると、和牛が約4万頭（前年比103.1%）、交雑牛が約2
万1千頭（同99.1%）、乳用種が約3万頭（同98.1%）で、全体で
は約9万3千頭（同101.1%）と見込んでいます。
　9月の枝肉相場は、特に和牛は市中在庫の多さから月初はや
や軟調な展開とみられていま
したが、和牛去勢A5、A4は
月間平均で8月を上回る水
準に戻しています。
　10月の枝肉相場は、年末
年始販売用の枝肉手当（凍結
用）も始まる時期であり、少し
ずつ堅調さを増していく展開
になるものと想定されます。

　9月の平均相場は、もも肉544円/㎏（前月比+9
円）、むね肉235円/㎏（同+10円）、正肉合計で779
円/2㎏と前月比で19円上回りましたが、前年比では
36円下回りました。もも肉は月初め538円で始まり、
一時550円台を記録するも月中乱高下があり、月末
は548円で結果10円高となりました。むね肉も、量
販店などの特売用や加工向けに一定需要があり、月
初228円、月末245円とじり高となりました。
　気象庁の1カ月予報では、10月の気温は平年より
高い傾向が続き、季節の歩みはゆっくり進むとしてい
ますが、イベント・行楽などで需要増加も期待され
るため、もも肉は月平均
560円と予測します。む
ね肉についても、引き続
き量販店などでの特売需
要やサラダチキン向けな
どの加工筋の引き合いも
堅調で上げ基調の月平均
250円と予測します。

　9月の全国と畜頭数は、速報値で約126万頭、前年同月比106.6%です。
　9月の東京食肉市場枝肉相場は、速報値で554円/㎏（前年同月比108.0%、前月
比98.8%）でした。
　3連休が2回となった今年9月は、比較的涼しい気候を背景に、需要筋による棚換
えや、販促の一部が国産豚肉にシフトしたこともあり、需要面では久しぶりに底堅い状
況となりました。こうした気候を背景に肉豚の出荷も堅調な動きをみせたものの、9月
9日に関東へ上陸した台風15号は、相場にも影響を与え、当初の予想を超える相場展
開となりました。また、13日に関東でも初めて豚コレラの発生が確認され、そのことが
相場にどう影響を与えるのか注目されましたが、影響は限定的な形となりました。
　農畜産業振興機構発表の10月出荷予測頭数は、約142万頭（前年同月比94.6%）
です。
　10月は供給面では涼しい気候を背景
に、堅調な肉豚出荷が見込まれる一方、
需要面では需要筋によるスライス物を中
心とした売り場の棚換えと、国産豚肉へ
シフトした販促に支えられ、国産豚の需
要は底堅く推移していくものと見込まれ
ることから、それになりに需給バランスが
取れる状況になるのではないかと予測し
ます。

　9月の東京相場の月間平均は、Mサイズ基準値179円（前年比△
5円）となりました。台風15号による供給減の影響もあり、上伸の展
開が続き9月末の時点で昨年同時期比+10円の展開となりました。
　9月は、大手外食チェーンのプロモーションや学校給食の再開に
よる問屋筋の復調など引き合いが強まる中、台風15号による罹

り
災
さい

によって突発的に供給量が減少したことで、需給バランスは急速に
逼
ひっぱく
迫しました。

　さらに停電による熱死や意図しない強制換羽などによって、影響
が長引いたことで供給不足の状況が続くこととなりました。
　今後については、一定期間は台風罹災の影響により供給量は少
なめで推移することが推測されますが、被災地において生産量が
回復すれば需給バランスは均
衡が保たれることが予想できま
す。
　需要面については、9月の供
給不足によって流通在庫が減少
したと考えられる加工筋の動き
が価格動向に影響を与えること
が予測されます。
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